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武道教育論における文献学と人類学の融合的アプローチ研究  

酒井利信   

Anintegratedphilology・anthropologyapproachtothetheoryofbudoeducation  

SAKAITbshinobu   

武道教育論においては、「実技の他に何を数え  

るか」ということが重要であり、その内容は武道  

文化論といわれる武道の文化性に焦点を当てた知  

見である。   

現状では武道文化論に関する新しい知見は、  

個々に断片的なものが学会に報告されているにす  

ぎず、我々はこれを有効に社会に還元する術を  

もっていない。   

こういった状況を鑑み、本研究においては、武  

道文化論の全体像を把握し、個々の問題について  

文献学的に得られた知見を、視覚的に訴えかける  

ことにより教育効果を得ようとするものである。  

・文献学的研究成果の整理   

従来、武道文化の問題は個々に論じられること  

がほとんどであり、これを整理して体系づけるよ  

うな作業はなされてこなかった。ここに本研究の  

ひとつのオリジナリティーがある。   

個々の武道文化論を表徴的名称を付して列記す  

ると、以下のようになる。   

技術論：武士道論や芸道論の影響をうけた様々  

な価値観が技術を規定する理論。   

用具諭：弓矢や刀剣といった武道で使用される  

用具に対する特別な観念に関する理論。   

稽古論：武道における技と心の修練に関する理  

。   

芸道論：近世以降、茶道や能楽などの影響を受  

けた武の芸道化に関する理論。   

心法論：特に剣術における技術にかかわる精神  

面の解決方法に関する理論。   

身体論：武術に特有の身体感覚にかかわる理論  

心身関係論：精神と身体の関わり方、関係の法  

則などについての理論。  

事理論：心身関係論と同意に捉えられる場合も  

あるが、別に実際の技術と理論の関係につ  

いての論であり、大方が修行する際の順序  

論の傾向が強い。  

修行論・修養論：日本古来の神道や仏教の影響  

を受けて形成された、術を向上させる修行  

に関する理論と、転じて人間性を向上させ  

る修養に関する理論。  

武士道論：中世武士の戦場での行動規範や、近  

世における主君に対する忠誠を主とする武  

士道、武士個人の主体的倫理観を主とする  

士道に関する理論。  

修養的剣術論：近代以降の剣術、特に山岡鉄舟  

に代表される、修養を修行の最終日的とす  

る剣術論。  

教育的柔道論：近代以降における、特に嘉納治  

五郎が創始した講道館柔道が主導する、武  

道に教育的意義を見出す理論。  

呪術宗教的観念論：古代原始宗教の山形式であ  

る呪術に武が大きく関わり、祭祀上神聖な  

ものとして刀剣や弓矢を位置づける観念論。  

宗教的武道論：複数の武道文化論を包括するも  

のであるが、武道が本来別の文化である宗  

教と密接にかかわっていくその関係の仕方  

についての理論。  

生涯武道論：全ての武道文化論を包括し、これ  

らの文化性を生涯にわたって実践していく  

ことに意味を見出す理論。  

更に武道文化論の全体像を把接するため、上記  
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を描くことができる。  個々の武道文化論に関する問題を、時間軸を念頭  

におきながら体系化すると、図1のような鳥腋図   

桐し、武道文化教材の作成をおこなった。以下、  

その【一例。  

・人類学的実地調査による画像の収集と教材の開発   

上記武道文化論に関する画像を、合計951カッ  

ト、実地調査により収集した。これらの画像を活  

＜呪術宗教的観念論＞  

鹿島神官における武術奉納（左）  

同じく邪悪を祓う鳴弦の儀（右）   
＜武士道論＞  宮本武蔵、巌流島決闘への遅参の  

虚構を証明する小倉碑文。  
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